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──────────────────────────────────── 

午前１０時００分 開会 

──────────────────────────────────── 

◎開会・開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員は９人です。 

 定足数に達しておりますので、令和７年第１回羅臼町議会臨時会を開会いたします。 

 本臨時会はペーパーレスを目的としたタブレットやパソコンの持ち込みを許可いたしま

す。また、報道機関や行政のカメラ及びパソコンの持ち込みも許可いたします。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定により、５番加藤勉君及び６

番田中良君を指名いたします。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第２ 会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期については、議会運営委員会で協議をしていただき、本日１日としたい

と思います。 

 御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本臨時会の会期は、本日１日とすることに決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３ 諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 羅臼町監査委員から、例月出納検査の結果について報告がありました。資料は、議長の

手元で保管しております。 

 これで、諸般の報告を終わります。 
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──────────────────────────────────── 

◎日程第４ 町長行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第４ 町長から、行政報告の申出がありましたので、これを

許します。 

 町長。 

○町長（湊屋 稔君） おはようございます。 

 本日の臨時議会に当たりまして、御出席を賜りましたことをお礼申し上げます。 

 令和７年に入りまして最初の議会であります。改めまして、本年もどうぞよろしくお願

いを申し上げます。 

 ただいま議長よりお許しをいただきましたので、１件の行政報告をさせていただきま

す。 

 故脇紀美夫氏の特旨叙位についてであります。昨年８月２６日にお亡くなりになられ

た、前千島歯舞諸島居住者連盟理事長で羅臼町前町長、故脇紀美夫氏が同日発令による特

旨叙位において従六位に叙されましたので御報告いたします。 

 脇紀美夫氏におかれましては、昭和１６年１月７日に北海道国後郡留夜別村にて出生さ

れ、戦後まもなく羅臼村に入植、昭和３２年に羅臼村職員として奉職以来、各分野で長き

にわたり御活躍されてこられました。 

 特に、平成７年から２期８年にわたり助役として当時の辻中町長を支えられた後、３期

１２年間、羅臼町長として幾多の行政課題の解決にその手腕を振るい、この長年にわたり

尽力されたその功績により、平成２８年には旭日双光章を受賞されております。 

 さらには、町長退任後就任された「千島歯舞諸島居住者連盟」理事長として、８年間に

わたり北方領土問題の早期解決に向け、断固たる決意と強い意志をもって返還運動の先頭

に立ち、後継者の育成や北方領土教育の充実などによる国民世論の喚起高揚を図り、奮闘

された功績により、昨年外務大臣表彰を受賞されております。 

 なお、このたびの授与につきましては、昨日御遺族に対して伝達申し上げたところであ

り、改めて故人の御功績に心から敬意を表するものであります。 

 行政報告は以上でございます。 

○議長（佐藤 晶君） これで、行政報告は終わりました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議案第４号 羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する            

条例制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第５ 議案第４号羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条

例の一部を改正する条例制定について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 町長。 

○町長（湊屋 稔君） 議案の１０ぺージをお願いいたします。 

 議案第４号羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例制定につ

いてと、議案第５号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定については総務課

長から。 

 議案第１号令和６年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算からの３件につきましては、副町

長並びに担当課長より説明いたしますので、御審議の上御決定くださいますようお願いを

申し上げます。 

○議長（佐藤 晶君） 総務課長。 

○総務課長（飯島 東君） 議案の１０ページをお願いします。 

 議案第４号羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例制定につ

いて。 

 羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定

する。 

 １１ページをお願いします。 

 羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例。 

 提案理由でございます。令和６年の人事院勧告により職員の期末勤勉手当率が引き上げ

されたことから、議員期末手当につきましても職員と同様に改正を行うものでありまし

て、年間支給率を１００分の１０引上げするため６月期分、１２月期分をそれぞれ１００

分の５引上げ、支給率をそれぞれ１００分の１５５とするものであります。 

 なお、本年度につきましては既に６月期分、１２月期分、期末手当が共に支給済みであ

ることから、附則にて支給が完了していない差額分の１００分の１０につきましては、令

和６年度中に追加支給する旨の特例を定めたものでございます。 

 改正条文であります。 

 羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を次のように改正する。 

 第５条第２項中「１００分の１５０」を「１００分の１５５」に改める。 

 附則として、第１項は施行期日です。この条例は、令和６年４月１日から適用するもの

であります。第２項は期末手当の内払いです。令和６年度に支給する期末手当に関する特

例で、改正後の羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例第５条第２項の規定の適用に

ついては、令和６年度中に支給する期末手当は内払いとみなすもので、差額となる１００

分の１０につきましては令和６年度中に支給されるものであります。 

 続きまして、改正内容の詳細につきまして説明させていただきますので、参考資料の５

ページ、資料３をお開き願います。 

 令和６年人事院勧告による給与条例改正の概要でございます。本概要につきましては職

員給与に係るものであり、本来であれば次の議案第５号の職員給与条例の改正において御

説明申し上げるところでございますが、議員報酬条例も一部同様の改正を行うものであり
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ますことから、説明の都合上、本条例改正の中で一部抜粋の上御説明させていただきます

ので、特段の御理解を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 令和６年の人事院勧告につきましては給与条例関係として、民間給与との比較、給与改

定の内容と考え方、寒冷地手当の支給額の改定、扶養手当の見直し、給料表の見直しの５

点につきまして去る令和６年８月８日に勧告されておりますが、本改正に該当する１点目

及び２点目につきまして御説明させていただきます。 

 まず、１点目の民間給与との比較であります。人事院では国家公務員と民間の４月分の

月例給と、前年の８月から今年７月までの１年間に支払われた特別給、いわゆるボーナス

を調査して勧告が行われております。本年は記載のとおり、月例給では民間給与との格差

が１万１,１８３円、２.７６％、ボーナスでは民間の４.６か月に対し公務員の平均支給

月額４.５か月となっております。 

 次に、２点目の給与改定の内容と考え方についてでございます。（１）の月例給につき

ましては、民間企業における初任給の動向等を踏まえ総合職試験の大卒程度に係る初任給

を２万９,３００円、一般職試験の大卒程度に係る初任給を２万３,８００円及び一般職試

験の高卒者に係る初任給を２万１,４００円引上げし、これを踏まえ若年層に重きを置き

つつ、おおむね３０代後半までの職員を重点にそこから改定率を低減させる形で改定する

ものでございます。なお、平均改定率といたしましては全体で３.０％となっておりま

す。 

 次に、（２）のボーナスにつきましては民間の支給状況に見合うよう、現行の４.５か

月分から４.６か月分へ０.１か月が引き上げられ、民間の支給状況等を踏まえ期末手当及

び勤勉手当に０.０５ずつ均等に配分する考えとされております。 

 ただし、次の表のとおり本年度分につきましてはすでに６月期分、１２月期分ともに支

給済みでありますが、１２月期分の期末手当で現行の１.２２５か月分に０.０５か月を加

えた１.２７５か月分の支給、同じく勤勉手当で現行の１.０２５か月に０.０５か月を加

えた１.００７５か月分を支給することとし、令和７年度以降の期末手当は６月期、１２

月期ともに１.２５月分、同じく勤勉手当は１.０５月分と均等になるよう配分されており

ます。実施時期につきましては、月例給は令和６年４月１日、ボーナスは条例公布の日と

されております。 

 なお、今回の改正による影響額につきましては約２０万４,０００円の増となるもので

あり、支給につきましては令和７年２月の議員報酬支給時に合わせて支給する予定であり

ますことを申し添えいたします。 

 なお、７ページ資料４に本条例の一部改正新旧対照表を掲載しておりますので、後ほど

お目通し願います。 

 以上でございます。 

 よろしく御審議の上、御決定賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 
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 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第４号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第４号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、議案第４号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議案第５号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第６ 議案第５号職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例制定について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（飯島 東君） 議案の１２ページをお願いします。 

 議案第５号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について。 

 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を別紙の通り制定する。 

 １３ページをお願いします。 

 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例。 

 提案理由でございます。 

 令和６年の人事院勧告により月例給の平均改定率３％、ボーナスにつきましては６月

期、１２月期分を合わせて１００分の１０引上げし、期末手当と勤勉手当の合計支給額を

４.６か月とする改正を行うものであります。 

 改正条文であります。 

 第１条職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

 第２０条第２項中「１００分の１２２.５」を「６月に支給する場合には１００分の１

２２.５、１２月に支給する場合には１００分の１２７.５」に改め、同条第３項を次のよ

うに改める。 

 第３項定年前再任用短時間勤務職員に対する前項の規定の適用については、同項中「１

００分の１２２.５」とあるのは「１００分の６８.７５」と、「１００分の１２７.５」
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とあるのは「１００分の７１.２５」とする。 

 第２１条第２項第１号中「１００分の１０２.５」を、「６月に支給する場合には１０

０分の１０２.５、１２月に支給する場合には１００分の１０７.５」に改め、同項第２号

中「１００分の４８.７５」を、「６月に支給する場合には１００分の４８.７５、１２月

に支給する場合には１００分の５１.２５」に改める。 

 第２６条第２項の表を次のように改める。 

 この表は、寒冷地手当について定めた表で、記載のとおりの改正となっているものでご

ざいます。 

 第２６条第３項中「国家公務員の寒冷地に関する法律」を、「国家公務員の寒冷地に関

する法律（昭和２４年法律第２００号）」に改める。 

 別表第２を次のように改める。 

 別表第２（第５条関係）給料表は、１３ページから１７ページに記載のとおりでござい

ます。 

 １７ページをお願いします。 

 第２条職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

 第１１条第２項中第１号を削り、第２号を第１号とし、第３号から第６号までを１号ず

つ繰り上げ、同条第３項を次のように改める。 

 扶養手当の月額は、前項１号に掲げる扶養親族（以下「扶養親族たる子」という。）に

つきましては、１人につき１万３,０００円とし、同項第２号から第５号までに掲げる扶

養親族につきましては１人につき６,５００円とするものでございます。 

 第１２条第１項第２号中「前条第２項第３号若しくは第５号」を「前条第２項第２号若

しくは第４号」に改める。 

 第２０条第２項中「６月に支給する場合は、１００分の１２２.５、１２月に支給する

場合には、１００分の１２７.５」を「１００分の１２５」に改め、同条第３項を次のよ

うに改める。 

 ３、定年前再任用短時間勤務職員に対する前項の規定の適用については、同項中「１０

０分の１２５」とあるのは「１００分の７０」とする。 

 第２１条第２項第１号中「６月に支給する場合には、１００分の１０２.５、１２月に

支給する場合には１００分の１０７.５」を「１００分の１０５」に改め、同項第２号中

「６月に支給する場合には１００分の４８.７５、１２月に支給する場合には１００分の

５１.２５」を、「１００分の５０」に改める。 

 別表第２を次のように改める。 

 別表第２（第５条関係）給料表は、１８ページから２２ページに記載のとおりでありま

す。 

 附則として、第１項は施行期日等です。この条例は、公布の日から施行する。ただし、

第２条の規定は、令和７年４月１日から施行するものであります。 
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 第２項は、第１条の規定による改正後の職員の給与に関する条例の規定は、令和６年４

月１日から適用するものであります。 

 第３項は給料の内払いです。改正後の給与条例の規定を適用する場合には、第１条の規

定による改正前の職員の給与に関する条例の規定に基づいて支給された給与は、改正後の

給与条例の規定による給与の内払いとみなすことが定められております。 

 第４項は扶養手当に関する経過措置です。今回の改正により廃止となります配偶者に係

る扶養手当につきましては令和８年４月より廃止することとし、令和７年度につきまして

はその一部を支給することとしております。 

 第５項は、前項により支給される扶養手当額です。令和７年４月１日から令和８年３月

３１日までの間に支給される配偶者に係る扶養手当は３,０００円でございます。 

 第６項は、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までに支給される子１人当たりの

扶養手当の額です。今回の改正により、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの

間に支給される子１人当たりの扶養手当の支給額については１万１,５００円とし、満額

の１万３,０００円が支給されるのは令和８年４月１日からとなります。 

 第７項は、委任規定で前項に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は規

定で定めるものであります。 

 続きまして、改正内容の詳細につきまして説明させていただきますので、参考資料の５

ページ、資料３をもう一度お開き願います。 

 今回の改正は人事院勧告による改正であり、先ほどの議案第４号羅臼町議会議員の議員

報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例制定におきまして、一部令和６年の人事院勧

告の概要を御説明させていただいておりますが、改めまして、１点目の民間給与との比較

につきましては月例給では民間給与との格差が１万１,１８３円、２.７６％、ボーナスで

は民間の４.６月に対しまして、公務員の平均支給月額４.５月となっております。 

 ２点目の給与改定の内容と考え方につきましては、（１）の月例給の平均改定率は全体

で３％です。また、（２）のボーナスにつきましては、民間の給与状況に見合うよう、現

行の４.５か月から４.６か月で０.１か月分引き上げられることとなっております。な

お、実施時期につきましては、月例給は令和６年４月１日、ボーナスは条例公布の日とさ

れております。 

 続きまして、３点目は寒冷地手当の見直しについてでございます。令和６年度につきま

しては民間の同種手当の支給額を踏まえ月額を１１.３％引き上げ、表に示したとおり、

扶養親族のある職員につきましては月額２,６４０円、その他の世帯主につきましては月

額１,４４０円、その他の職員につきましては１,０００円をそれぞれ引き上げることとし

ております。なお、実施時期は令和６年４月からとなります。 

 ４点目は、扶養手当の見直しについてでございます。配偶者の働き方に中立的な制度に

向かう労働環境の変化に対応するため、子を有する職員に対する生計費の補填を目的とし

て２年間で段階的に実施し、配偶者手当につきましては現行の６,５００円から令和７年
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度は３,０００円に減額、令和８年度に廃止することとし、子の扶養手当につきましては

現行の１人１万円から令和７年度は１,１５００円、令和８年度は１,３０００円に増額す

るものであります。 

 ５点目は、給料表の見直しについてであります。これは、給料表における３級から６級

の各号の初号の額を引き上げるものでございまして、羅臼町に現在在籍している職員の給

与に影響を与えるものではございませんが、民間人材等の採用時の給与改善や職務・職責

を重視した俸給体系の整備を目的としたものでございます。なお、実施時期につきまして

は、令和７年４月１日からを予定しております。 

 以上、令和６年人事院勧告の給料関係分に係る説明でございますが、本内容につきまし

ては、職員組合にも御理解をいただいていることを報告させていただきます。 

 また、今回の人事院勧告に伴う影響額につきましては、全会計分を合わせまして報酬は

３５１万円、給料は１,４９４万１,０００円、期末勤勉手当は１,１７４万７,０００円、

共済費は２０６万７,０００円の合計で３,２２６万５,０００円の増となるものです。 

 なお、参考資料の８ページから１４ページにかけての資料５に、本条例の一部改正新旧

対照表を掲載しておりますので、後ほどお目通しをお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

 よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第５号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第５号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、議案第５号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第１号 令和６年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第７ 議案第１号令和６年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算

について議題といたします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

○副町長（川端達也君） 議案の１ページをお願いいたします。 

 議案第１号令和６年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算。 

 令和６年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

９,３６０万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５５億２,５

２０万３,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正、歳入でございます。 

 １４款国庫支出金１,４７０万円を追加し、３億４,２２９万２,０００円。２項国庫補

助金１,４７０万円を追加し２億３万３,０００円。非課税世帯に対する物価高騰支援給付

金事業に対しての国からの交付金、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金となってお

ります。 

 １８款繰入金１項基金繰入金７,８５９万８,０００円を追加し、７億１,２１２万６,０

００円。歳出の財源調整のため、その財源として基金繰入金に求めるものでございます。 

 ２０款諸収入３０万９,０００円を追加し、６,０１７万３,０００円。３項雑入３０万

９,０００円を追加し、５,０５９万４,０００円。国後展望塔の管理に対し、独立行政法

人北方領土問題対策協会からの委託金となっております。 

 歳入合計９,３６０万７,０００円を追加し、５５億２,５２０万３,０００円となるもの

でございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款１項議会費２０万４,０００円を追加し、５,１４１万円。令和６年度人事院勧告に

伴い期末勤勉手当の率が引き上げられたことにより、議会議員の職員手当等を増額するも

のでございます。 

 ２款総務費７６０万１,０００円を追加し、１７億１,８７９万６,０００円。１項総務

管理費７６０万１,０００円を追加し、１６億３,２１９万円。令和６年度人事院勧告に伴

う消防職員の給与費などの増額に伴い、消防事務組合負担金の追加と国後展望塔管理人報

酬等の増額でございます。 

 ３款民政費１,５４８万４,０００円を追加し、５億７,５７７万１,０００円。 

 １項社会福祉費１,４７４万４,０００円を追加し、４億６,３７５万９,０００円。１点

目がエネルギーや食料品等の物価高騰に伴い低所得世帯への支援として、令和６年度住民

税非課税世帯に対して３万円を給付するもので、１,３９６万円であります。２点目は令
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和６年度人事院勧告に伴い、国保会計職員、介護会計職員に係る職員給与費の財源として

一般会計から７８万４,０００円を繰り出すものでございます。 

 ２項児童福祉費７４万円を追加し、１億１,２００万２,０００円。先ほどの住民税非課

税世帯の給付対象者の世帯員である１８歳以下の子ども１人当たりに、２万円の加算措置

を行うものでございます。 

 ４款衛生費１５０万円を追加し、７億２,１０７万８,０００円。１項保健衛生費１５０

万円を追加し、３億４,９１９万１,０００円。乳幼児医療費扶助費及び子ども医療費扶助

費が、決算見込みにより予算不足が生じる見込みとなったことから増額をお願いするもの

でございます。 

 ７款土木費３,８００万円を追加し、２億６,４７８万５,０００円。２項道路橋りょう

費３,８００万円を追加し、２億６,３１６万２,０００円。町道等除雪業務におきまし

て、昨年１２月の連続した降雪などにより除雪出動回数及び稼働時間が増加しており、今

後の見込みを推測すると除雪業務委託料に不足額が生じる見込みとなることから増額をお

願いするものでございます。 

 ８款教育費３１１万２,０００円を追加し、４億３,４９８万５,０００円。４項幼稚園

費５０万２,０００円を追加し、１,８９５万２,０００円。５項社会教育費６４万６,００

０円を追加し、５,８３７万６,０００円。６項保健体育費１９６万４,０００円を追加

し、１億７,５１４万８,０００円。４項幼稚園費から６項保健体育費までは、いずれも令

和６年度人事院勧告に基づき、幼稚園及び郷土資料館、給食センターにおける会計年度任

用職員の報酬等の増額でございます。 

 １０款１項職員費２,７７０万６,０００円を追加し、８億４,２５９万６,０００円。令

和６年度人事院勧告に伴う職員給与費の増額であります。 

 歳出合計９,３６０万７,０００円を追加し、５５億２,５２０万３,０００円となるもの

でございます。 

 引き続き、事項別明細書により補正予算の詳細を御説明させていただきますので、別冊

資料の３ページをお開き願います。 

 歳入でございます。 

 １４款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費国庫補助金に１,４７０万円の追加であり

ます。内容につきましては令和６年１１月２２日に閣議決定された、国民の安心・安全と

持続的な成長に向けた総合経済対策を踏まえた、エネルギー・食品価格等の物価高騰に伴

う低所得者世帯への対策として、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金でございま

す。 

 なお、参考資料の１ページから２ページ、資料１に令和６年度物価高騰対応重点支援地

方創生臨時交付金実施計画を添付しておりますので、後ほどお目通し願います。 

 １８款繰入金１項１目基金繰入金に７,８５９万８,０００円の追加でございます。歳出

の財源調整のため、その財源として財政調整基金繰入金に求めるものでございます。 
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 ２０款諸収入３項２目雑入に３０万９,０００円の追加であります。令和６年度人事院

勧告に伴い、国後展望塔の管理人報酬等の増額に対し、独立行政法人北方領土問題対策協

会からの委託金でございます。 

 次に５ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款１項１目議会費、議会議員に要する経費の３節職員手当等に２０万４,０００円を

追加補正するものでございます。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費その他一般行政に要する経費の、１８節負担

金補助及び交付金の消防事務組合負担金に７２９万２,０００円の追加補正でございま

す。 

 ８目北方領土対策費、国後展望塔管理運営に要する経費に３０万９,０００円の追加で

す。内訳につきましては、１節報酬の羅臼国後展望塔管理人報酬に１９万１,０００円、

３節職員手当等の会計年度任用職員パートタイム手当に１１万８,０００円の追加補正で

ございます。 

 ここまでの１款議会費及び２款総務費の追加補正につきましては、いずれも令和６年度

人事院勧告により、職員の月例給や期末勤勉手当率の改定に伴い、議会議員及び消防職

員、国後展望塔管理人等の給与費や職員手当、報酬等を追加補正するものでございます。 

 ３款民生費１項社会福祉１目社会福祉総務費、その他社会福祉事業に要する経費に１,

３９６万円の追加補正でございます。 

 補正の内容につきましては、参考資料で御説明させていただきますので、参考資料の３

ページ、資料２を御覧願います。 

 羅臼町非課税世帯物価高騰支援給付金の概要でございます。 

 目的は、令和６年１１月２２日に閣議決定した「国民の安心・安全と持続的な成長に向

けた総合経済対策」を踏まえ、エネルギー・食料品等の物価高騰に伴う低所得世帯への支

援として、令和６年度住民税非課税世帯に対して給付金を支給するものでございます。 

 支給対象者につきましては、住民税非課税世帯の給付とこども加算の２種類があります

が、住民税非課税世帯の給付対象者につきましては、基準日の令和６年１２月１３日にお

いて羅臼町住民基本台帳に登録されている者であって、令和６年度の市町村民税均等割が

非課税である世帯が対象で、一世帯あたり３万円を給付するものでございます。支給開始

予定日は、令和７年２月上旬に案内状を発送し２月下旬から支給を開始する予定でござい

ます。対象世帯はプッシュ型４２０世帯、申請型２０世帯の計４４０世帯を見込んでござ

います。 

 別冊資料の８ページにお戻り願います。 

 補正の内訳は、３節職員手当等の時間外勤務手当に１５万６,０００円、１０節需用費

の消耗品費及び印刷製本費として２３万円、１１節役務費の通信運搬費及び手数料として

２２万円、１８節負担金補助及び交付金のシステム改修費として、北海道自治体情報シス
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テム協議会への負担金１５万４,０００円、１９節扶助費の非課税世帯物価高騰支援給付

金として１,３２０万円の計１,３９６万円の追加補正となっております。 

 続いて、７目特別会計繰出金、特別会計繰出金に要する経費に７８万４,０００円の追

加です。令和６年度人事院勧告の実施に伴い、国保会計職員、介護会計職員に係る職員給

与費の財源として一般会計から繰り出すものでございます。 

 続きまして、７ページから１０ページにかけまして、２項児童福祉費２目児童措置費、

子育て世帯臨時特別給付金に要する経費に７４万円の追加です。 

 補正の内容につきましては、参考資料で御説明させていただきますので、参考資料の３

ページ、資料２を御覧願います。 

 先ほどの住民税非課税世帯への給付と同様の目的で、先ほど御説明した令和６年度にお

ける住民税非課税世帯の給付対象者のうち、子育て世帯について世帯人数が多いことを考

慮して、世帯員である１８歳以下のこども１人あたりに２万円の加算措置を行うものでご

ざいます。こども加算の対象者は住民税非課税世帯の給付対象者で、基準日において給付

対象者と同一世帯となっている１８歳以下の児童等へ１人あたり２万円を加算し給付する

もので、支給に関わる案内、支給開始予定日は住民税非課税世帯給付と同様となっており

ます。 

 なお、対象世帯数はプッシュ型１９世帯で児童数２８名、申請型５世帯で児童数７名の

計２４世帯３５名を見込んでおります。 

 別冊資料７ページにお戻り願います。 

 補正の内訳は、１０節需用費の消耗品費及び印刷製本費として２万４,０００円。 

 ９ページをお願いいたします。 

 １１節役務費の通信運搬費及び手数料として１万６,０００円、１９節扶助費の非課税

世帯物価高騰支援給付金（こども加算分）として７０万円の計７４万円の追加補正でござ

います。 

 ４款衛生費１項保健衛生費５目乳幼児等医療費１９節扶助費に１５０万円の追加補正で

あります。内訳につきましては、乳幼児等医療費助成事業に要する経費の扶助費に５０万

円、子ども医療費助成事業に要する経費の扶助費に１００万円を追加するものでありま

す。増額の主な要因は、インフルエンザ等の季節的な流行感冒の影響により予算を上回る

見込みとなったものでございます。 

 ７款土木費２項道路橋りょう費２目道路維持費に３,８００万円の追加補正でありま

す。町道等除雪業務におきまして、昨年１２月の連続した降雪や大雪などにより除雪出動

回数及び稼働時間が増加し、１２月の除雪費用が平年の２倍以上となっている状況であ

り、今後の見込みを過去の実績より推測すると除雪業務委託料に不足が生じる見込みとな

ることから、町道維持補修及び除雪に要する経費の１２節委託料に３,８００万円の追加

をお願いするものでございます。 

 ９ページから１２ページにかけまして、８款教育費４項幼稚園費１目幼稚園管理費、幼
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稚園の管理運営に要する経費に５０万２,０００円の追加補正でございます。内訳につき

ましては、１節報酬に３２万９,０００円、３節職員手当等に１７万３,０００円でありま

す。 

 続きまして、５項社会教育費４目文化財保護調査費、郷土資料館に要する経費に６４万

６,０００円の追加補正であります。内訳につきましては、１節報酬５１万６,０００円、

３節職員手当等に１３万円でございます。 

 ６款保健体育費６目給食センター管理費、給食センター管理運営に要する経費の報酬に

１９６万４,０００円の追加補正であります。 

 ４款幼稚園費から６項保健体育費の追加補正につきましては、いずれも令和６年度人事

院勧告に伴うものであり、幼稚園及び郷土資料館、給食センターにおける会計年度任用職

員の報酬や職員手当等の追加補正でございます。 

 次に、１１ページから１４ページにかけまして、１０款１項職員費１目職員給与費に

２,７７０万６,０００円の追加補正であります。１節報酬２４万６,０００円、２節給料

１,４５９万円、３節職員手当等１,０８６万４,０００円、４節共済費２００万６,０００

円でありますが、令和６年度人事院勧告に伴う職員の月例給、寒冷地手当及び期末勤勉手

当率の改定に伴う給与費の追加補正でございます。 

 以上、歳入歳出それぞれ９,３６０万７,０００円の追加補正をお願いするものでござい

ます。 

 なお、別冊資料の１５ページから１９ページにかけまして、給与費明細書を添付してお

りますので、後ほどお目通し願います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第１号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、議案第１号は、原案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────── 

◎日程第８ 議案第２号 令和６年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第８ 議案第２号令和６年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業

特別会計補正予算を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健・国保担当課長。 

○保健・国保担当課長（洲崎久代君） 議案の４ページをお願いします。 

 議案第２号令和６年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予算。 

 令和６年度目梨郡羅臼町の国民健康保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところに

よる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

９４万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億１,３３８万

７,０００円とするものでございます。 

 ２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 ５ページをお願いします。 

 第１表歳入歳出予算補正、歳入でございます。 

 ３款道支出金に３５万４,０００円を追加し、５億９,６７４万５,０００円。１項道補

助金３５万４,０００円を追加し、５億９,６７４万４,０００円。令和６年度人事院勧告

による会計年度任用職員の職員費分の増額が北海道から補助されるものでございます。 

 ５款繰入金５８万９,０００円を追加し、５,３７１万７,０００円。１項他会計繰入金

５８万９,０００円を追加し、５,０８９万円。令和６年度人事院勧告による職員費等改定

分、会計年度任用職員の人事院勧告による職員費改定分の町負担分の合計を一般会計から

繰入れるものでございます。 

 歳入合計９４万３,０００円を追加し、１０億１,３３８万７,０００円とするものでご

ざいます。 

 ６ページをお願いします。 

 歳出でございます。 

 ５款保健事業費４４万３,０００円を追加し、１,６６８万６,０００円。１項保健事業

費４４万３,０００円を追加し、１,２５６万７,０００円。令和６年度人事院勧告によ

り、会計年度任用職員の職員費が改定されたことによるものでございます。 

 ８款１項職員費５０万円を追加し１,５５２万円。令和６年度人事院勧告に伴う職員費

分の改定によるものでございます。 

 歳出合計９４万３,０００円を追加し、１０億１,３３８万７,０００円とするものでご

ざいます。 
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 なお、この補正予算につきましては、去る１月２１日開催の令和７年第１回羅臼町の国

民健康保険事業の運営に関する協議会に諮問し、原案のとおり答申をいただいているもの

でございますことを御報告させていただきます。 

 また、事項別明細書につきましては、別冊資料の２０ページから２９ページに掲載して

おりますので、後ほどお目通し願います。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第２号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第２号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、議案第２号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第９ 議案第３号 令和６年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第９ 議案第３号令和６年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別

会計補正予算を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（本見泰敬君） 議案の７ページをお願いいたします。 

 議案第３号令和６年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算。 

 令和６年度目梨郡羅臼町の介護保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条は歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ４億９,０５９万８,０００円とする。 

 ２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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 ８ページをお願いいたします。 

 第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございます。 

 ７款繰入金１９万５,０００円を追加し、９,３９９万４,０００円。１項他会計繰入金

１９万５,０００円を追加し、８,７２７万円。内容としましては、令和６年人事院勧告の

実施に伴う給与改定により、職員給与費増額の財源として繰入をするものでございます。 

 歳入合計１９万５,０００円を追加し、４億９,０５９万８,０００円となるものでござ

います。 

 ９ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 ６款１項職員費１９万５,０００円を追加し、１,３３９万７,０００円。内容としまし

ては、令和６年人事院勧告の実施に伴い職員給与費の給料、職員手当等共済費を増額する

もので、内訳の詳細及び給与費明細は、別冊資料の事項別明細書３０ページから３７ペー

ジにかけて掲載しておりますので、後ほどお目通しをお願いいたします。 

 歳出合計１９万５,０００円を追加し、４億９,０５９万８,０００円となるものでござ

います。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第３号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第３号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、議案第３号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎閉会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） これで、本日の日程は、全部終了いたしました。 

 会議を閉じます。 

 令和７年第１回羅臼町議会臨時会を閉会いたします。 
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 御苦労さまでした。 

午前１０時５６分 閉会 
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